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施
行
は

2
0
2
3
年
4
月
1
日

昨
年
の
国
会
に
お
い
て
、
検

察
庁
法
の
改
正
案
等
と
束
ね
て

審
議
さ
れ
た
「
国
家
公
務
員
法

等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

案
」
は
検
察
官
幹
部
の
定
年
延

長
が
問
題
視
さ
れ
、
廃
案
と
な

り
、「
地
方
公
務
員
法
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
案
」
に
つ
い

て
は
継
続
審
議
と
な
り
ま
し

た
。本

年
の
第
2
0
4
回
通
常
国

会
に
お
い
て
、
問
題
と
な
っ
た

検
察
庁
法
の
改
正
に
修
正
を
加

え
、「
国
家
公
務
員
法
等
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
案
」
が
再

提
出
を
さ
れ
、「
地
方
公
務
員

法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

案
」
と
と
も
に
、
6
月
4
日
に

可
決
・
成
立
し
、
11
日
に
交
付

が
さ
れ
ま
し
た
。
制
度
の
内
容

に
つ
い
て
は
、
昨
年
出
さ
れ
た

法
案
と
変
わ
り
は
な
く
、
施
行

日
の
み
が
1
年
先
送
り
し
て
2

0
2
3
年
4
月
1
日
と
な
っ
て

い
ま
す
。

改
正
法
の
趣
旨

改
正
法
の
趣
旨
と
し
て
は
、

豊
富
な
知
識
、
技
術
、
経
験
等

を
持
つ
高
齢
期
の
職
員
に
最
大

限
活
躍
し
て
も
ら
う
た
め
と
し

て
お
り
、
趣
旨
ど
お
り
捉
え
れ

ば
、
そ
れ
な
り
の
処
遇
が
あ
っ

て
し
か
る
べ
き
で
す
が
、
60
歳

を
超
え
る
職
員
の
給
料
額
は
、

60
歳
前
の
7
割
水
準
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
新
た
な
制
度

と
し
て
、
役
職
定
年
制
や
定
年

前
再
任
用
短
時
間
勤
務
制
度
が

導
入
さ
れ
ま
す
。

定
年
年
齢
は
、
2
0
2
3
年

度
よ
り
段
階
的（
2
年
に
1
歳
）

に
引
上
げ
ら
れ
、
2
0
3
2
年

度
退
職
者
で
65
歳
定
年
と
な
り

ま
す
。（
図
参
照
）

あ
わ
せ
て
、
定
年
引
上
げ
に

あ
た
り
、
任
命
権
者
は
当
分
の

間
、
職
員
が
60
歳
に
な
る
前
年

度
に
、
60
歳
以
降
の
制
度
に
関

す
る
情
報
提
供
を
行
い
、
職
員

の
意
向
を
確
認
す
る
こ
と
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

国
の
現
業
職
員

国
家
公
務
員
の
労
務
職
員（
現

業
職
員
）
の
定
年
年
齢
は
、
現

在
63
歳
と
定
め
ら
れ
て
お
り
、

こ
れ
に
倣
っ
て
い
る
自
治
体
も

あ
り
ま
す
。
国
家
公
務
員
の
労

務
職
員
に
つ
い
て
も
定
年
年
齢

は
、
段
階
的
に
65
歳
に
引
き
上

げ
ら
れ
ま
す
が
、
給
料
月
額
が

7
割
と
な
る
の
は
、当
分
の
間
、

現
在
の
定
年
年
齢
63
歳
に
達
し

た
日
以
後
の
4
月
1
日
以
降
か

ら
と
な
り
ま
す
。（
64
歳
の
年

度
か
ら
と
な
る
）

再
任
用
制
度

こ
れ
ま
で
再
任
用
賃
金
に
つ

い
て
、
年
金
の
一
部
支
給
を
前

提
と
し
た
賃
金
水
準
で
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
年
金
の
支
給

年
齢
が
引
き
上
げ
ら
れ
て
も
、

何
ら
対
応
が
な
さ
れ
て
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
区
長
会
か
ら
は
、

定
年
延
長
の
動
向
を
見
つ
つ
…

と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
現
行
の

再
任
用
制
度
が
新
た
な
暫
定
再

任
用
制
度
（
定
年
年
齢
引
上
げ

段
階
の
経
過
措
置
）
と
な
り
、

定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
の

賃
金
も
現
在
の
再
任
用
賃
金
が

ベ
ー
ス
と
な
る
こ
と
を
踏
ま

え
、
同
一
労
働
・
同
一
賃
金
の

観
点
か
ら
も
、
こ
こ
で
再
任
用

賃
金
に
つ
い
て
改
善
さ
れ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
今
回
の
定
年
前
再
任

用
短
時
間
勤
務
制
度
は
、
60
歳

前
に
退
職
し
た
者
は
対
象
と
し

て
い
な
い
こ
と
に
も
注
意
が
必

要
で
す
。

退
職
手
当

60
歳
に
達
し
た
日
以
後
に
、

定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職

員
に
な
る
な
ど
、
定
年
前
の
退

職
を
選
択
し
て
も
、
退
職
事
由

が
「
自
己
都
合
」
と
な
る
こ
と

は
な
く
、「
定
年
」
を
理
由
と

す
る
退
職
と
同
様
に
算
定
す
る

こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
退
職
金

が
減
額
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。

ま
た
、
60
歳
以
降
の
給
料
月

額
が
7
割
水
準
と
な
っ
て
も
、

「
ピ
ー
ク
時
特
例
」
が
適
用
さ

れ
、
退
職
手
当
の
算
定
は
、
60

歳
時
の
給
料
月
額
で
の
計
算
と

な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
60
歳
時

に
勤
務
年
数
が
35
年
に
満
た
な

い
場
合
は
、
定
年
が
延
長
さ
れ

た
期
間
も
勤
続
年
数
と
し
て
数

え
ら
れ
、
そ
の
場
合
に
つ
い
て

は
、
60
歳
の
年
度
ま
で
の
期
間

と
、
給
料
月
額
が
7
割
と
な
っ

た
期
間
と
に
分
け
て
計
算
す
る

こ
と
と
な
り
ま
す
。
い
ず
れ
に

し
て
も
60
歳
定
年
時
よ
り
退
職

手
当
が
減
額
す
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。

全
て
の
清
掃
労
働
者
が

誇
り
と
や
り
が
い
を
も

っ
て
働
け
る
賃
金
水
準

を大
ま
か
な
制
度
に
つ
い
て
説

明
し
て
き
ま
し
た
が
、
我
わ
れ

に
と
っ
て
大
き
な
問
題
と
な
る

の
は
、
清
掃
の
職
場
に
お
い
て

大
多
数
の
職
員
が
60
歳
時
の
給

料
額
の
7
割
で
は
、
月
例
給
に

お
い
て
現
在
の
再
任
用
賃
金
に

届
か
な
い
こ
と
で
す
。
ま
た
、

18
歳
で
入
職
し
て
最
短
で
昇
任

し
た
場
合
で
も
、
ど
の
級
で
退

職
し
て
も
7
割
で
は
現
在
の
再

任
用
賃
金
に
は
届
き
ま
せ
ん
。

（
1
級
・
4
級
は
最
高
号
給
で

も
届
か
な
い
）

つ
ま
り
、
定
年
延
長
さ
れ
た

職
員
よ
り
、
暫
定
再
任
用
職
員

の
方
が
月
例
給
に
お
い
て
高
い

水
準
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
我

わ
れ
に
と
っ
て
は
制
度
矛
盾
と

言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

国
と
同
様
に
63
歳
定
年
と
す

る
等
、
何
ら
か
の
対
応
を
求
め

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
今
年
度
の
賃
金
確
定
闘
争

に
お
い
て
、
も
っ
と
も
重
要
な

課
題
の
一
つ
と
し
て
交
渉
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

若
年
層
か
ら
高
齢
層
ま
で
す

べ
て
の
清
掃
労
働
者
が
、
誇
り

と
や
り
が
い
を
も
っ
て
働
け
る

賃
金
・
任
用
制
度
を
追
求
し
、

と
も
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
！

（
多
田

修
一
郎
）

改
正
地
方
公
務
員
法
が
6
月
4
日
の
参
議
院
本
会
議

に
お
い
て
可
決
・
成
立
し
ま
し
た
。
わ
が
組
合
と
し
て

も
今
年
の
賃
金
確
定
交
渉
に
お
い
て
、
も
っ
と
も
重
要

な
課
題
の
一
つ
と
な
っ
て
い
き
ま
す
。
今
号
は
、
こ
の

定
年
延
長
制
度
に
つ
い
て
、
現
状
に
お
け
る
課
題
・
問

題
点
を
多
田
書
記
長
に
解
説
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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